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ふ
る
さ
と
納
税 

　ふ
る
さ
と
大
鹿
応
援
寄
付
金
報
告

　

令
和
元
年
度
﹃
ふ
る
さ
と
大
鹿
応

援
寄
付
金
﹄
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
の
皆
様
か
ら
６
４
９
件
、

総
額
８
３
０
万
円
に
も
及
ぶ
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
で
は
、
３
５

７
件
、
４
９
８
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
中
に

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
経
費
を
除
い
た
金
額
を
、
一

旦
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に
積

み
立
て
、
令
和
３
年
度
に
実
施
す
る

事
業
に
当
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
で
実

施
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
へ
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

取組み内容 使　　途 事業費（円）

１
「日本で最も美しい村」
づくり（景観・環境）
に関する事業

景観整備活動事業 ８，６０２，６０１

２ 森林整備、水源かん養
に関する事業

森林造成事業
（保育間伐・作業道開設） ２，２２４，９４１

３ 教育の推進及び文化の
保全に関する事業

小・中学校用備品
購入事業 ３，４４９，２７０

４ 福祉に関する事業 保育所備品整備 ３，２３１，８００

5 その他の目的のために
村長が認めた事業

村内統一案内看板
設置事業 ５，５００，０００

取組み内容 寄付金額（円） 予定事業

１
「日本で最も美しい村」
づくり（景観・環境）に
関する事業

２，３６０，０００ 河川清掃及び草刈作業費
景観整備活動事業

２ 森林整備、水源かん
養に関する事業 ５００，０００ 森林造成事業︵間伐･枝打ち等︶

３ 教育の推進及び文化
の保全に関する事業 ７６０，０００

文化施設修繕事業
 ︵国指定重要文化財松下家︶
小中学校就学援助

４ 福祉に関する事業 ５１０，０００ 高齢者見守り支援事業

5 その他の目的のため
に村長が認めた事業 ８５０，０００ 総合振興計画策定委員会の開催

村づくり検討委員会の開催

景観整備活動事業 日本で最も美しい村づくり
推進本部開催状況
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令
和
元
年
度

財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
の
決
算
を
、
総
務
省

が
示
し
た
「
統
一
的
な
基
準
」
に
基

づ
く
財
務
４
表
（
賃
借
対
照
表
、
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計

算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
）
で
作
成

し
ま
し
た
。

　

村
が
保
有
す
る
資
産
や
負
債
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
等
を
わ
か

り
や
す
く
、「
発
生
主
義
」「
複
式
簿

記
」
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
賃
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　

村
が
保
有
し
て
い
る
財
産（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か
を

総
括
的
に
対
照
し
た
一
覧
表
で
す
。

　

財
産
や
負
債
、
こ
れ
ま
で
の
資
産

形
成
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

村
の
資
産
は
２
２
１
・
３
億
円
で

す
。
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
よ
り

前
年
度
よ
り
２
・
０
億
円
減
少
し
ま

し
た
。
有
形
固
定
資
産
で
は
、
立
木

竹
が
約
５６
億
円
、
建
物
工
作
物
で
約

３０
億
円
、
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
資
産

は
９６
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
広
大
な

面
積
と
山
林
を
抱
え
る
大
鹿
村
の
特

貸借対照表
（令和２年３月３１日現在） （単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 ２０，６７９，８４６ 固定負債 １，６５７，２０４
　有形固定資産 １９，２５４，４３９ 　地方債 １，２３９，５８２
　　事業用資産 ９，４０４，３２２ 　長期未払金 －
　　インフラ資産 ９，６００，４８１ 　退職手当引当金 ４１３，７６７
　　物品 ２４９，６３５ 　損失補償等引当金 －
　無形固定資産 ５９１ 　その他 ３，８５５
　投資その他の資産 １，４２４，８１６ 流動負債 ３２８，４０４
　　投資及び出資金 ４６，５６９ 　１年内償還予定地方債 ２９４，３０６
　　長期延滞債権 ５６ 　賞与等引当金 ２１，５０７
　　長期貸付金 ３，１９７ 　預り金 ７，７２２
　　基金 １，３６８，１９２ 　その他 ４，８７０
　　その他 １０，０００ 負債合計 １，９８５，６０９
　　徴収不能引当金 －３，１９７ 【純資産の部】
流動資産 １，４４６，５１２ 　固定資産等形成分 ２１，７６０，１０１
　現金預金 ３６３，６７６ 　余剰分（不足分） －１，６１９，３５２
　未収金 ２，５８２
　基金 １，０８０，２５５
　棚卸資産 －
　その他 －
　徴収不能引当金 －１ 純資産合計 ２０，１４０，７４９

資産合計 ２２，１２６，３５８ 負債及び純資産合計 ２２，１２６，３５８

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
固

定
資
産
は
今
後
も
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
世
代
が
負
担
す
る
金

額
は
１９
・
９
億
円
（
前
年
度
比
０
・

３
億
円
減
）
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分

は
地
方
債
で
す
。

　

純
資
産
は
、
道
路
や
建
物
等
の
整

備
の
財
源
と
し
て
受
け
た
国
や
県
の

補
助
金
や
、
税
金
（
地
方
税
）
な
ど

の
総
額
で
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担

し
て
き
た
金
額
で
す
。前
年
度
比
１
・

６
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
  　　　　　　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等　

 ５ 月の口座振替  ５月２５日（火）　 納付書納期限  ５月３１日（月）
 ６ 月の口座振替  ６月２５日（金）　 納付書納期限  ６月３０日（水）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。
★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） ４月 ５ 月 ６ 月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

住民税普通徴収 １ ２ ３ ４ 年４回
固 定 資 産 税 １ ２ ３ ４ 年４回
軽 自 動 車 税 １ 年１回
国民健康保険税 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 毎　月

5月はここ!! 6月はここ!!
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●
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、
福
祉
活
動
や
ご
み
収
集
等
の
資

産
形
成
に
結
び
つ
か
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
、
ど
の
く
ら

い
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
経
常
費
用
」
か
ら
「
経
常
収
益
」

●
純
資
産
変
動
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
純
資
産
が

１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
変
動

し
た
の
か
を
表
し
た
も
の
で

す
。

　

純
資
産
の
減
少
は
、
行
政

コ
ス
ト
が
多
く
か
か
っ
た

り
、
資
産
の
増
加
よ
り
負
債

の
増
加
が
多
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

●
資
金
収
支
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
現
金
が
１
年
間
で

行政コスト計算書

資金収支計算書

純資産変動計算書

（単位：千円）
科目名 金額 科目名 金額

経常費用 １，９９８，９８３ 経常収益 ２６０，４９１
　業務費用 １，５８３，７６６ 　使用料及び手数料 ２８，７８１
　　人件費 ３６０，４４３ 　その他 ２３１，７１０
　　物件費等 １，２１３，４１２ 純経常行政コスト １，７３８，４９２
　　その他の業務費用 ９，９１１ 　臨時損失 ２４１，６３０
　移転費用 ４１５，２１７ 　　災害復旧事業費 ２３６，５０３
　　補助金等 ２２０，５６０ 　　資産除売却損 ５，１２８
　　社会保障給付 ８９，４８２ 　臨時利益 ７３９
　　他会計への繰出金 １０３，４９１ 　　資産売却益 ７３９
　　その他 １，６８４ 純行政コスト １，９７９，３８３

（単位：千円）
科目名 金額 科目名 金額

【業務活動収支】 【財務活動収支】
　業務支出 １，３３１，８３１ 　財務活動支出 １５５，０４８
　業務収入 １，８５１，２７９ 　財務活動収入 １１６，９００
　臨時支出 ２３６，５０３ 財務活動収支 －３８，１４８
　　災害復旧事業費支出 ２３６，５０３ 本年度資金収支額 １５１，９１３
　臨時収入 １９３，６００ 前年度末資金残高 ２０４，０４０
業務活動収支 ４７６，５４５ 本年度末資金残高 ３５５，９５４

【投資活動収支】
　投資活動支出 ４６６，４４２ 本年度末歳計外現金残高 ７，７２２
　投資活動収入 １７９，９５８ 本年度末現金預金残高 ３６３，６７６
投資活動収支 －２８６，４８３

（単位：千円）
科目名 金額

前年度末純資産残高 ２０，３０５，６５６
　純行政コスト（△） －１，９７９，３８３
　財源 １，８１６，６７２
　　税収等 １，３７３，１６０
　　国県等補助金 ４４３，５１２
　本年度差額 －１６２，７１１

　固定資産等の変動
　　　　　　（内部変動）
　資産評価差額 －
　無償所管換等 －２，１９５
　その他 －
　本年度純資産変動額 －１６４，９０６
本年度末純資産残高 ２０，１４０，７４９

を
差
し
引
い
た
「
純
経
常
行
政
コ
ス

ト
」
が
、
村
税
や
地
方
交
付
等
の
一

般
財
源
で
賄
わ
れ
る
費
用
と
な
り
ま

す
。
Ｈ
３０
年
度
で
道
の
駅
備
品
整
備

や
役
場
シ
ス
テ
ム
更
新
が
終
了
し
た

た
め
前
年
度
よ
り
約
２
・
３
億
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

２
億
円
不
足
し
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
資
金
収
支
は
保
育
所
建
替
え
に
よ

る
基
金
取
崩
等
に
よ
り
１
・
５
億
円

の
黒
字
と
な
り
、
前
年
度
末
資
金
残

高
と
あ
わ
せ
て
元
年
度
末
資
金
残
高

は
約
３
・
６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

度
末
の
純
資
産
は
固
定
資
産
等
の
減

少
に
よ
り
約
１
・
６
億
円
減
少
し
ま

し
た
。

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か

を
、
業
務
活
動
、
投
資
活
動
、

財
務
活
動
の
３
つ
に
区
分
し

収
支
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業

務
活
動
収
支
は
約
４
・
８
億

円
余
剰
が
あ
り
ま
し
た
が
、

公
共
施
設
整
備
等
の
資
産
形

成
等
に
係
る
投
資
活
動
収
支

及
び
地
方
債
の
返
済
等
に
係

る
財
務
活
動
収
支
が
約
３
・
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「Ｒ２年度 長野県森林づくり推進支援金」を活用した事業を実施しました

大鹿村議会　正副議長、委員会構成が変更になりました

 みなさまに納めていただいた「長野県森林づくり県民税（森林税）」を活用した、森林づくり
推進支援金により、事業を実施しましたのでご紹介します。

　令和３年5月１０日に開催された大鹿村議会第２回臨時会において、下表のとおり正副議長、
委員会構成が変更になりました。

①公共施設　木質化事業
事業内容 数量等

役場庁舎
木製イス・机の導入

椅子＊１２　机＊１
（大鹿産カラマツ使用）

役場庁舎
プランターの導入

３段プランター台 ＊７
（大鹿産カラマツ使用）

②木工館　薪ステーション整備事業
事業内容 数量等

木工館 薪運搬のための
ラックの導入

薪ラック
（フレーム台車）＊６

木工館 薪ステーション
舗装工事

コンクリート舗装
（舗装厚 １０㎝）

③樽本の滝　木橋補修・手摺設置事業
事業内容 数量等

木橋・手摺補修工事（令和２年７月豪雨によ
り被災した樽本の滝 遊歩道の補修）

木橋・手摺補修
（県産材使用）

Ｒ２ 森林づくり推進支援金事業　実施一覧

議　　長 河本　明代 副 議 長 秋山　光夫

常任委員会 8名全員
総務社教
常任委員長 齋藤　栄子 副委員長 大倉　　寛

産業建設
常任委員長 田代　久夫 副委員長 引地　龍也

委　　員 伊波ゆかり 委　　員 秋山　光夫
委　　員 河本　明代 委　　員 伊東　康明
議会運営委員会
委 員 長 秋山　光夫 副委員長 田代　久夫
委　　員 大倉　　寛 委　　員 引地　龍也
委　　員 齋藤　栄子 オブザーバー 河本　明代

大鹿村議会構成表 令和３年5月１０日 現在

南信州広域連合議会議員
議　　員 河本　明代
下伊那北部総合事務組合議員
議　　員 河本　明代 議　　員 秋山　光夫
国民健康保険運営協議会委員
総務社教 齋藤　栄子 総務社教 大倉　　寛

条例第 2条第 3号（公益を代表する委員）

大鹿村営水道運営協議会委員
産業建設 田代　久夫 産業建設 引地　龍也

条例第 3条第 2項第 1号（村議会で推薦する者）

森林・林業・林産業活性化促進議員連盟　大鹿地区
会　　長 田代　久夫 副 会 長 引地　龍也

※表順は、正副、議席順となります。

木橋・手摺補修

薪ラック

椅子　机

コンクリート舗装

３段プランター台
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大
鹿
村 

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

〇
健
康
ポ
イ
ン
ト
と
は

　

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
、
村
が
主
催
す
る
健
康
増
進
の
た

め
の
事
業
へ
の
参
加
、
自
分
自
身
で

決
め
た
運
動
等
の
目
標
の
実
施
に
よ

り
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
景
品
等

と
交
換
す
る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
取
組
で
、

令
和
元
年
度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
使
い
方

①
登
録
の
申
込
み

保
健
福
祉
課
へ
参
加
申
込
書

を
提
出

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

　
　

➡

②
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
配
布

　
　

➡

③
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

※
上
記
の
表
の
事
業
等
へ
参

加
、
実
施
す
る
こ
と
で
、
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ

を
押
し
ま
す
。

※
ス
タ
ン
プ
の
押
印
は
原
則
、

事
業
の
当
日
、
結
果
の
提
出

日
の
み
で
す
。

※
乳
幼
児
健
診
は
乳
幼
児
が
対

象
で
す
が
、
保
護
者
の
方
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

　
　

➡

④
ポ
イ
ン
ト
を
使
う

　
（
交
換
す
る
）

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
交

換
申
込
書
を
提
出
。

ポイント数 対象の事業等

２ポイント 健康診断の受診（誕生月、ヘルス、人間ドック等）
または健康診断の結果を保健福祉課へ提出

１ポイント

保健指導を受ける

その他の検診を受診（がん検診、婦人科検診等）

乳幼児健診を受診

下記①、②の各種教室・研修会へ参加

①保健福祉課（ヨガ教室・いきいき体操講座・
健康教室・保健補導員等研究大会・福祉と健
康のつどい等）

②教育委員会（健康運動講座・元旦ウォーキング・
歩け歩け大会等の健康に関する事業）

記録（体重・血圧等）と取組実施：１か月の継
続ごと

健康づくりの取組（維持・改善・継続）へのボー
ナス

ポイント数 景品等

１０ポイント

お墨付き商品 または 商工会等の商品券
２，０００円
基本健診（誕生月・ヘルス）の自己負担金
の補助（上限２，５００円）
人間ドック・脳ドックの自己負担金の補助
２，０００円
婦人科検診への補助（１項目）

６ポイント 胃検診の補助

３ポイント 大腸がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・
骨密度検査の補助

〇
対
象
者

大
鹿
村
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳

以
上
の
方

【表２　交換に必要なポイント】

【表１】

※
基
本
健
診
（
誕
生
月
・
ヘ
ル
ス
）、

胃
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
検
査
、
骨
密

度
検
査
は
、
補
助
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。
ま
た
、
補
助
券
は
村
内
で

実
施
す
る
検
診
で
の
み
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
商
工
会
等
の
商
品
券
は
原
則
、
次

年
度
で
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
・
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
係

　

３
９

－

２
０
０
１
㈹
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住宅の新築・リフォーム等をお考えの方へ

○大鹿村住宅新改築等補助金（４５歳以下の方限定）
■補助対象者　次のいずれにも該当する方

①大鹿村に既に定住している方、又はⅠ・Ｕターン者で、大鹿村を生活の本拠地として住所
を有し、かつ、永住の意思がある方

②申請時の年齢が満４５歳以下の方で主たる生計者である者
注）この補助金は１世帯１回を対象としています。国・県・村等から交付される他の補助金

等（長期優良住宅、信州型エコ住宅、県産材住宅、太陽光発電システム、合併処理浄化
槽設置等の補助金及び道路用地等のため収用を原因とする補償金）を受けて事業を実施
する場合は、他の補助金等を控除した額を補助基準額とします。

種　　類 補助要件
補助基準

補助率 補助金限度額

若者住宅新築
等 補 助 金

台所、便所、浴室及び居室を有し、専ら自己の居
住の用に供する住宅を新築又は中古住宅を取得し、
申請者への建物登記が完了したとき。

⑴延べ床面積５０㎡以上２８０㎡未満の住宅の新築

⑵中古住宅の取得

⑶併用住宅の新築又は取得の場合は、延べ床面積
の２分の１以上を居住の用に供していることと
し、延べ床面積に占める居住部分の割合を乗じ
た額が補助対象

１／３

２００万円

村内業者が
施工の場合
２５０万円

中古住宅
取得の場合
１００万円

若者住宅改築
補 助 金

自己の居住の用に供し、村内に存する住宅の改築
で、対象となる工事費用が２０万円以上とする。

⑴経年劣化した住宅の改修工事

⑵高気密、高断熱、高効率などの改修工事

⑶その他村が認める工事

１／２

５０万円

村内業者が
施工の場合
６０万円

若者住宅用地
取 得 補 助 金

自己の居住の用に供する住宅を新築するための住
宅用地の取得又は中古住宅取得に付随した住宅用
地を取得し、申請者への所有権移転登記が完了し
たとき。

⑴住宅用地取得後、１年以内に住宅の建築に着手
すること

⑵住宅用地は原則として１５０㎡以上

⑶中古住宅用地の場合は、中古住宅取得前後１年
以内に当該用地を取得した場合に限ります。

１／３ ６０万円
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◎いずれの補助金も、申請・完了の際には補助金交付要綱に定める書類の提出が必要です。
◎補助金交付の対象工事となるか否かについては事前に係までご相談ください。
　なお、申請時にすでに着手している工事は対象外となります。

○大鹿村住宅リフォーム促進事業補助金
■概要
　居住する住宅等を村内の施工業者を利用して住宅増改築及びリフォーム（住宅の修繕、補修
工事）を行う場合に、費用の一部を村が補助します。

■補助対象者
　次のいずれにも該当する方

⑴大鹿村に住民登録をし、居住し、かつ対象住宅を所有していること。
⑵補助対象者及び同一世帯で生計を一にする全員が村税等、村への納付金を滞納していない

こと。
注）過去にこの補助金及び他の住宅整備等に係る補助金の交付を受けた方、並びにその方と

同居する方は補助対象者となりません。

■対象となる住宅等
　当該年度の固定資産税が納付されており、自己の居住の用に供し、かつ村内に存する住宅及
びその住宅に関係する施設

■補助金の額
　対象となる工事費用が２０万円以上でその費用の２分の１以内（補助金の上限は２０万円。補助
金の支払は工事完了後となります。）

■対象となる工事等
⑴経年劣化した住宅の改修工事で、躯体の改修、クロスや畳、障子、襖やタイルなどの建具

及び内装工事、屋根や外壁などの外装工事、間取りの変更
⑵高気密、高断熱、高効率などの改修工事で、断熱材や断熱サッシなどの施工工事
⑶高齢者や障害者等の生活の支障を取り除

く改修工事で、バリアフリー改修工事
⑷その他村が認める工事
注）村又は公的機関が行う他の住宅改修等

に係る補助制度及び火災、自然災害等
による保険給付金の対象となる工事と
の重複はできません。

■施工業者
　村内に主たる事務所若しくは本店を有する
法人又は個人事業主及び村内に支店若しくは
営業所を有する法人で、村内の個人事業主に
主たる工事を施工させること。

【問い合わせ先】役場 住民税務課 管理係 ☎39－2001㈹まで
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自
衛
官
等
制
度
説
明
会
の

お
知
ら
せ

◯
日
時

︻
学
生
の
保
護
者
の
方
︼

　

６
月
２６
日
（
土
）・
２７
日
（
日
）

　

７
月
１０
日
（
土
）・
１１
日
（
日
）

　

午
前
１０
時
～
１２
時

　

午
後
１
時
～
３
時

︻
₃₃
歳
未
満
の
方
︼

　

６
月
の
毎
週
土
・
日 

　

午
前
１０
時
～
１２
時

　

午
後
１
時
～
３
時

　

※
資
格
・
経
験
・
学
歴
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◯
場
所

　

自
衛
隊
飯
田
出
張
所

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
６
３
７

－

３ 

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎
１
階

◯
休
日
・
休
暇
等

◦
有
給
休
暇

年
次
休
暇
（
年
間
２４
日
）、
週
休

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

皆
様
が
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
正
確
な
計
量
、
検
針
が

で
き
る
よ
う
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

検
定
の
満
期
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
が
検
定
の

満
期
を
迎
え
る
前
に
、
村
が
依
頼
し

た
施
工
業
者
に
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し

て
い
た
だ
く
作
業
を
毎
年
度
実
施
し

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
も
皆
様
の
宅
地
内
に
あ
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
作
業
を
行
う
た

め
、
施
工
業
者
が
皆
様
の
敷
地
内
に

立
ち
入
っ
て
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
水
道
メ
ー
タ
ー

の
交
換
は
無
償
に
て
実
施
し
ま
す
の

で
皆
様
か
ら
の
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
）

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

◯
交
換
対
象
地
区

落
合
、
下
青
木
、
上
蔵
（
一
部
）、

下
市
場
、
文
満
、
文
満
団
地
、

西
（
一
部
）、
梨
原
（
一
部
）、

沢
井
（
一
部
）

◯
交
換
予
定
期
間

　

令
和
３
年
６
月
～
令
和
３
年
９
月

◯
放
送
大
学
は
、
１０
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◯
１０
代
か
ら
９０
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

◯
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◯
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◯
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
・
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

◯
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学

習
セ
ン
タ
ー
（

０
２
６
６

－

５
８

－

２
３
３
２
）
ま
で
ご
請
求

下
さ
い
。

◯
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
３１

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
１４
日
ま

で
。

◯
交
換
作
業
時
間

１５
分
～
２０
分
程
度
で
す
。（
作
業

中
は
断
水
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

産
業
建
設
課

　

建
設
水
道
係

　

３
９

－

２
０
０
１

２
日
制

◦
特
別
休
暇

年
末
年
始
・
夏
季
、
育
児
（
配
偶

者
出
産
特
別
休
暇
、
育
児
参
加
特

別
休
暇
、
子
の
看
護
の
た
め
の
特

別
休
暇
）・
介
護
等

◦
勤
務
時
間

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
早
出
遅

出
勤
務
等

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
予
約
制

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
氏

名
」 「
希
望
日
時
」  「
連
絡
先
」
を

左
記
の
電
話
・
メ
ー
ル
に
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

０
２
６
５

－

２
２

－

２
６
１
３

　
　

又
は

　

０
８
０－

３
７
５
３－

７
５
３
６

　

nagano.pco-ida@
rct.

　
　

 gsdf. m
od.go.jp

Twitter 長野地本HP
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【相談先】大鹿村地域包括支援センター（役場保健福祉課内） ☎３９－２２６８まで

　地域包括支援センターは、高齢者の方が住みなれた地域で安心して暮らせるように、介護、
福祉、健康、医療など様々な面から総合的な支援を行うための中心となる所です。介護予防や
ケアマネジメント業務、相談業務等を行っています。

①相談や悩みにお応えします。
介護や健康のことだけで
なく生活全般についてな
んでもご相談ください。

③自立して暮らせるよう支援します。
みなさんの今の状態にあった健
康づくりや介護予防のお手伝い
します。

②権利を守ります。
安心して日常生活を送れ
るよう高齢のみなさんの
権利を守る取り組みをし
ます。

④地域の連携・協力体制を支えます。
地域のみなさんが住み慣れた
地域で暮らし続けられるよ
う、地域の様々な機関、専門
家と連携・協力していきます。

総相談支援業務 介護予防ケアマネジメント業務

権利擁護業務 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

例えば…
●そろそろ退院と言われたが不安がある
●立っていることが辛い食事作りの支援をして欲しい
●足の筋力が衰えているので、介護予防教室に参加したい
●一人暮らしの親が心配

　などなど、高齢者の皆さんやご家族、地域の皆さんの心配事をお受けしています。介護や健
康のことだけでなく、生活全般についてお気軽にご相談ください。

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談
・
技
術
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
︻
役
場　

産
業
建
設
課
︼

　

３
９
︱
２
０
０
１
㈹

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

◯相談できる日（５月～６月）
月 火 水 木 金

5／ 17 18 20 21
24 25 26 27
31 6 ／ 1 2

14 15 16 17 18
相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。

地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター便り
地域包括支援センターの役割

担当：田中雅子
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地域
おこし
協力隊 活動報告中村勝也（ハル）

中村周子（ネジ） 2021年
5月号

2020年から村のPR動画用にと、 四季折々の光景を撮影しています。

2021年度からは車に取り付けられるカメラを導入し、 動画を撮っています。

せっかく撮ったのだから早めに発信を、 とYouTubeを始めました。

村の中の道を走っている動画に、 ネジ・ハルがしゃべって解説をつけてます。

動画って難しい！ わかりやすく面白いものにしていきたいです。

ぜひ、 音を出してご視聴ください。

YouTube 始めました！

観光協会で活動している協力隊の村松さんと一緒に、

2020年10月から、 村のガイドマップを新しくする作業を続けています。

村のガイドマップ作成

大鹿村のPRなどを続けていく際、 一貫した 「大鹿村らしさ」 を発信していくには、

村のどこにスポットライトを当てて、 どんな風に伝えていくのが最適で最強なんだろう？

と、 協力隊３人で様々な問いかけを掘り下げて考え、 道筋を探って来ました。

龍共印刷さんのデザイナさんのお力を借りて、 秋前には完成する予定です。 お楽しみに！

というのが最初の課題でした。

しかし、１つにまとめて、 観光に来た人だけでなく、 村の人にも喜んでもらえるような、

良いものを目指すと、 小冊子ほどのボリュームになってしまうため 「すぐ作る」 のは難しい。

そこで、 A2サイズを折り畳み、 両面に情報が盛り込まれているものを作ることになりました。

ガイドマップの種類が多く、 雰囲気もバラバラのため、１つにまとめる。

2021年3月から参加することになりました。 お題は刷新です。

昨年度は 「体験プログラム検討部会」 と呼ばれていた会を、ゼロから再スタートすることに。

大鹿村文化交流事業の刷新

協力隊３人で取り組んできた地図作りでの考え ×村としての取り組み・姿勢 ＝ ？

そもそも、大鹿村って、どんな村なのかな？ 文化で交流って、どんなことを指してるの？

年間を通して大鹿村を楽しんでもらうには、 村の魅力の 「何」 を土台にしたら良いだろう？

まずは役場の担当職員さんたちと一緒になって核となる骨子を組み上げているところです。
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　公民館では、長野県生涯学習推進センターや教育事務所などが主催する各種研修講座へ参加
された皆さんに奨励金の給付をしています。

【給付額】　１講座１，０００円
【対象者】　大鹿村公民館が認める研修講座を受講された方
【その他】　◦会場へは各自でお願いします。
　　　　　◦受講後は公民館までレポートの提出をお願いします。

【連絡先】　公民館　 ３９−２１００

★★直近の対象研修講座★★
（基本的に参加無料ですが、材料費などが必要な場合もあります）

公民館研修講座 参加奨励金と研修講座のご案内

●災害からの復興を支える地域の学びあい
【日　時】　令和３年5月３０日（日）　１３：２０～１６：３０
【会場等】　①駒ケ根市赤穂公民館（先着１５０名）
　　　　　②Ｚｏｏｍ（先着９０名）
【講　師】　日本公民館学会　副会長　石井山竜平さん
【内　容】　災害からの復興に果たす地域での学びあいの大切さについて考える
【連絡先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）

●ぶらっと楽しむまちづくり
【日　時】　令和３年６月３日（木）　 １０：００～１５：００
【会場等】　①松本市第３地区公民館（先着３０名）
　　　　　※5月２７日（木）までにお申し込みください。
【講　師】　都市計画家　倉澤　聡さん
【内　容】　まちづくりの視点やノウハウを学ぶ
【連絡先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）

●防災！一瞬の判断と備え
【日　時】　令和３年６月8日（火）９：４５～１６：００
【会場等】　生涯学習推進センター（塩尻市：先着１２０名）
【講　師】　兵庫県広域防災センター防災教育担当　田中健一さん
【内　容】　学校を避難所に想定した災害時の対応について学ぶ
【連絡先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）

●ネット社会に生きる子ども達の自覚と自立を目指して
【日　時】　令和３年６月２９日（火）９：４５～１６：００
【会場等】　生涯学習推進センター（先着１２０名）
　　　　　※６月２２日（火）までにお申し込みください。
【講　師】　静岡大学教育学部　准教授　塩田真吾さん
【内　容】　子どもたちの現状を知り、ネット弊害から守ることを学ぶ
【連絡先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）
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絵
本
×
大
道
芸
ラ
イ
ブ
‼

～
大
道
芸
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
～

令
和
３
年
度

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

◯
出
演
者

　

大
道
芸
人

　
　

オ
マ
ー
ル
え
び

◯
期
日

　

７
月
１９
日
（
月
）

◯
場
所

　

交
流
セ
ン
タ
ー
（
入
場
無
料
）

◯
時
間

　

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

　
（
開
場　

午
前
９
時
１５
分
）

◯
対
象

　

村
内
の
未
就
学
児
・
そ
の
保
護
者

◯
注
意
事
項
等

◦
マ
ス
ク
着
用
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の

場
合
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
体
調
が
よ
く
な
い
場
合
。

　
（
例
：
３７
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
極

端
な
咳
等
の
症
状
が
あ
る
場
合

②
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
場
合
。

③
過
去
１４
日
以
内
に
緊
急
事
態
宣
言

及
び
警
戒
レ
ベ
ル
４
以
上
の
地
域

へ
の
訪
問
歴
や
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
の
あ
る
場
合
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

公
民
館　

３９
ー
２
１
０
０

※
土
・
日
・
祝
日　

休
館

◯
開
催
日　

５
月
３０
日
（
日
）

◯
予
備
日　

６
月
６
日
（
日
）

◯
受
付

　

午
前
８
時
～
８
時
３０
分
ま
で

◯
開
会
式　

午
前
８
時
４０
分
～

◯
場
所

　

大
西
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◯
申
込

　

該
当
地
区
の
分
館
長
さ
ん
ま
で

◯
ル
ー
ル

◦
４
名
単
位
に
な
ら
な
い
場
合
で
も

参
加
は
可
能
。
た
だ
し
分
館
の
順

位
に
は
考
慮
し
な
い
も
の
と
す

る
。（
一
般
参
加
と
し
て
プ
レ
ー

す
る
、
ま
た
は
オ
ー
ル
○
○
で
参

加
も
可
）

◦
実
際
の
プ
レ
ー
は
、
参
加
者
全
員

に
よ
り
改
め
て
チ
ー
ム
編
成
を
し

て
行
う
。

◦
２７
ホ
ー
ル
１
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
。

◦
リ
ー
ダ
ー
は
打
順
指
示
、
打
数
記

録
、
記
録
提
出
、
移
動
指
示
、
後

続
に
合
図
等
を
行
う

◦
原
則
、
日
本
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

会
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
う
。

◦
原
則
、２
ｍ
以
上
の
距
離
を
保
ち
、

マ
ス
ク
着
用
の
上
で
プ
レ
ー
す
る

（
会
話
等
は
控
え
る
）。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

○
開
催
日　

左
記
表
参
照

○
時
間　

午
後
７
時
～
１
時
間
程
度

○
場
所　

大
鹿
村
運
動
広
場

　
　
　
　
（
屋
根
付
き
運
動
場
）

○
対
象
者

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

○
年
会
費　

ひ
と
り
５
０
０
円

◯
内
容

囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど
の
い
ろ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

◯
問
い
合
わ
せ
先

大
鹿
村
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
教
育
委
員
会
内
）

３９
ー
２
１
０
０

開催予定表
※都合により変更となる場合があります。

活動日 時間 場所
5月２４日（月）

午
後
７
時
～

１
時
間
程
度

大
鹿
村
運
動
広
場

（
屋
根
付
き
運
動
場
）

６月７日（月）
７月5日（月）
９月６日（月）
１０月４日（月）
１１月１日（月）

（ニュースポーツ大会）

◯
留
意
事
項

◦
全
体
で
５
チ
ー
ム
以
上
集
ま
ら
な

か
っ
た
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

ま
た
、
飯
田
下
伊
那
管
内
で
警
戒

レ
ベ
ル
４
以
上
と
な
っ
た
場
合
も

中
止
と
し
ま
す
。

◦
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
場

合
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
体
調
が
よ
く
な
い
場
合
。

　
（
３７
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
極
端
な

咳
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
）

②
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
場
合
。

③
過
去
１４
日
以
内
に
緊
急
事
態
宣
言

及
び
警
戒
レ
ベ
ル
４
以
上
の
地
域

へ
の
訪
問
歴
や
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
の
あ
る
場
合
。

◦
参
加
者
で
感
染
者
が
出
た
場
合
、

保
健
所
等
公
的
機
関
へ
の
情
報
提

供
と
保
健
所
の
聞
き
取
り
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
優
勝
杯
返
還
、
選
手
宣
誓
、
表
彰

は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
景
品
等
に
つ
い
て
は
、
大
会
終
了

後
別
途
お
渡
し
し
ま
す
。

◦
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
留
意

事
項
等
を
ご
確
認
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

公
民
館
・
大
鹿
村
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

３９
ー
２
１
０
０
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大
鹿
村
運
動
広
場
の
愛
称
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

大
鹿
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
大
鹿
村
運
動
広
場

に
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
ま
し
て
次
の
通
り
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

◯
募
集
期
間

　

５
月
１７
日（
月
）～
６
月
１８
日（
金
）

◯
応
募
先

　

〒
３
９
９

－

３
５
０
１

　

大
鹿
村
大
河
原
３
９
１

－

２

　

大
鹿
村
教
育
委
員
会

　

３９
ー
２
１
０
０

◯
応
募
方
法

任
意
の
様
式
で
、
次
の
内
容
を
記

載
の
上
、
直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
　

①
住
所

　
　

②
氏
名

　
　

③
連
絡
先

　
　

④
大
鹿
村
運
動
広
場
の
愛
称
名

◯
そ
の
他

受
賞
者
に
は
村
特
産
品
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

大
鹿
村
教
育
委
員
会

　

３９
ー
２
１
０
０

　今年は例年になく暖かな冬を過ごすこと
ができました。
　こんにちは。４月から前任の中村さんか
ら交代しろくべん館の管理を担うことにな
りました森上です。３月まで大鹿村役場で
村民の皆さんには大変お世話になりまし
た。
　これから、いろいろと勉強してろくべん
館を来館された方に楽しんでいただけるよ
う努力してまいります。

　さて、現在ろくべん館の玄関に入ったと
ころに「長野県歴史館」より貸し出してい
ただいた縄文時代と弥生時代の土器、矢じ
り、石斧等を数点展示しております。土器
等に興味のある方はもちろん、土器を見た
ことがない子供さんには貴重な体験ができ
るかと思いますので 6 月末までの展示期
間中にぜひ一度ご覧になってはいかがで
しょうか。また、いい企画ができましたら
展示等ができるように長野県歴史館等へお
願いをしてまいります。

　ところで、村民の方の中には一度もろく
べん館を見学されたことがない方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。中には、大
鹿村の民家で使用していた農具や昔ながら
林業の道具も数多く展示されています。現
在使用されている道具と比べてみても面白
いかもしれません。
　現在は、火曜日のみ休館しておりますが、
村民の皆さんは無料ですので一度どのよう
なものが展示されているか見学されると大
鹿村の歴史の一端を垣間見ることができる
と思います。
　令和３年度には中央構造線博物館とろく
べん館の大規模な改修が行われる予定で
す。誰でもが見学・利用しやすい施設を目
指して改修工事を進めてまいりますので工
事の期間は大変ご不便をおかけいたします
がよろしくお願いします。
　また、ろくべん館にいらっしゃった時に
は、お気軽に森上までお声をおかけくださ
い。

ろ く べ ん 館 だ よ り

土器

ろくべん
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岩石園の説明プレートが新しくなりました！

新年度体制についての訂正

　４月上旬に、岩石園の説明プレートの修繕・塗り替えをしました。看板屋さんの方で持ち帰っ
て作業をしていただいたため、１週間ほど説明プレートがない状態となり、大変ご迷惑おかけ
いたしました。
　新しいプレートでは、配色や記載内容も一部新しくなっています。一番大きな変更点は、こ
れまで地質帯の表記を「四

し

万
まん

十
と

帯
たい

」としていた部分を「四
し

万
まん

十
と

帯
たい

北
ほく

帯
たい

」と変えたことです。最
近の研究によって、「四万十帯」の岩石は、中

ちゅう

生
せい

代
だい

白
はく

亜
あ

紀
き

（約１億４５００万年前～６６００万年前）
の付

ふ

加
か

体
たい

（＊注）である北帯と、新生代古第三紀（約６６００万年前～２３０３万年前）の付加体であ
る南帯に分けられることが分かり、大鹿村内には、北帯の部分のみ分布しているため、「四万十
帯北帯」の表記としました。
　近いうちに岩石園の看板２枚も、説明プレートの改訂に合わせて、内容を刷新予定です。も
うしばらくお待ちください。（宮崎）

（＊注）付加体とは、海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込むときに、海洋プレートの上に堆積
したものがはぎとられ、大陸プレート側に付加したものをいいます。

　先月の博物館たよりに掲載いたしました新年度体制について、訂正があります。「４月から
学芸員の職務は、元学芸員補の宮崎が務めることとなりました」という説明を掲載いたしまし
たが、宮崎は引き続き学芸員補のままで、学芸員の職務は、河本顧問が非常勤で兼務すること
になりました。どうぞよろしくお願いいたします。（宮崎）

～診療所からのお知らせ～
発熱で受診希望の方は診療所へご連絡ください　 39 ー 2111


